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｝

　

阮

籍
字

は

嗣
宗
（

二
一

〇

1
二

六

三
）

の

賦
に

つ

い

て

は
、

か
っ

て

そ
の
一

部
分

を
論
じ

た
こ

と

も

あ
る

（

注
1

）

。

今
そ

れ

を

補
う
意
味

で

右
の
一

編
の

賦
を

述
べ

る
こ

と
に

し
た

。

　

彼
が

竹
林

七

賢

人
の
一

人
で

あ
り

、

世

俗
を
白

眼

視

し
、

方
外
の

士

で

あ
っ

た
こ

と

は
、

今
さ

ら
い

う

必

要
は

な
い

。

け

れ

ど

も
、

そ
れ

が

い

か

に

賦
に

反

映
し
て

い

る

か

に

つ

い

て

は
、

こ

れ

を

論
じ
た

も
の

が

な

い

よ

う
で

あ
る

。

思
う
に

そ

の

賦
も
方
外
の

士
に

ふ

さ

わ

し
い

表
現

を

な

し

て

い

る
。

．

　

　
　
　
ピ
　
コ

ウ

　

ま
ず
「

獅
猴
の

賦
」

の

原
文
に

つ

い

て

述
べ

よ

う
。

こ

れ
は

缺
文
も

あ
っ

て

完
全

で

は

な

い

が
、

大

意
は

知

る
こ

と
が

で

き

る
。

　

昔
鴻
平

水
土

、

而

使
益
驅

禽
。

　

滌

蕩
川

谷
兮

、

櫛

梳
山
林

。

　

是
以

神
姦
形

於
九

鼎
、

而

異

物
來
臻

。

　

故
豊
狐

文
豹
釋
其
表

、

間
尾

駒
虞
獻
其
珍

。

　

奄
父

獨
鹿
祓
其
豪

、

青

馬
三

騅

棄
其
群

。

此

以

其

既
而

殘

其
生

者
也

。

昔
、

禹
は

水

土

を

平

ら

か
に

し
、

そ

し
て

益

稷
を

し
て

禽
を

逐
い

遣

ら

し

め
、

川
谷
を
あ

ら
い

す
す
ぎ

、

山

林

を

く
し
け

ず
っ

た
。

　
（

尚

書
益

稷
参

照
）

こ

の

ゆ

え
に

、

神
姦
（

鬼

神

怪
異
）

は
九
鼎
に

形
と

　
　

　
か
た

な
っ

て

象
ど

ら

れ
、

そ

し
て

遠

方
の

九

州
の

各
地

よ

り
、

山
川
の

奇

異
な

る

物
が

図
画
と

な
っ

て
、

献
げ
ら
れ

て

来
た

。

（

左

氏

伝
宣

公
三

年
、

　
昔

夏

之

方
有

徳
、

　

遠
方

図
物

、

　
貢
金
九

　
牧

、

鑄
鼎
象
物

、

百

物
而

爲
之

備
。

使

民

知

神

姦
。

）

　
　

　
　
　

　
　
　

　

か
わ

　
　
す

故
に

、

豊
狐

文
豹
は

そ
の

表

を

釈
て

、

大

尾
の

駒

虞
は

、

み

ず

か

ら

そ

の

珍
獣
の

身
を
さ

さ

げ

た
。

（

荘

子

山

木
、

夫
豊
狐
交
豹

棲
於
山
林

、

　

伏
於

巖
穴

、

　

静
也

。

夜

　

行
晝
居

、

戒

也
。

雖
饑
渇
隠

約
、

猶
且

胥

疏
於

江
河
之
上

、

而

求

　

食
焉

、

定
也

。

然
且

不

免
於

網

羅
機
辟
之

患
。

是
何

罪
之
有
哉

。

　

其
皮

爲
之

災
也

。

韓
非
子

喩
老

、

雀
人

有
献
豊
狐
玄
豹
之
皮

於

晉

　

文
公

。

丈

公
受
客

皮
而

歎
日

此

以

皮
之
美
自
爲
罪

。

傳
巽
の

薯
倹

　

論
に

「

豊
狐

以

赤

色
禍
身

。

」

と
あ
る

。

　

（

山

海
経

海
内

北

経
、

林
氏
国
有
珍

獣
、

大
若
虎

、

五

采
畢
具

、
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長

於

身
。

名
日

貔
吾

。

吾
は

虞
と

通
ず

。

　
術

書
大

伝
、

　

閲
尾

倍

　
　

其
身

。

閲
は

大
の

意
。

）

　
夸
父
や

獨

鹿
の

獣

は

そ
の

豪
を

は

ら

　
　
い

さ

り
、

青
馬
三

騅
は

そ

の

群
を

棄
て

さ
っ

た
。

　
こ

れ

は

そ

の

大
き
く
美
し

い

た

め
に

、

そ

の

生

命
を

そ
こ

な
っ

た

も

　
の

で

あ

る
。

　
（

呂

氏
春
秋
求
人

、

犬

戎

之

国
夸
父

之

野
。

注
獣
名

。

）

　
（

山

海
経

甫
山

経
、

　
忸
陽
之
山

有
獣
焉

。

　

其

状

如

馬
而

白
首

、

其

　
　
文

如

虎
而

赤
尾

。

　

其
音
如

謡
。

其
名
日

鹿
蜀

。

　

楓
之
宜
子

孫
。

　
　（（
郭
璞
伝

、

　

佩
謂

其
皮
毛

。

ご

本
草
綱
目

獣
類

、

　
獨

、

　
似
獲
而

　
　

大
、

能
食
猥
猥

。

按

ず
る

に
、

原
文

獨
鹿
は

綱

目
に

従

い

各
々

別

　
　
の

獣
獨
と

鹿
と
す
ぺ

き

か
。

山

海
経
は

二

字
で

、

一

獣
の

名
で

あ

　
　
る

が
、

郭
伝
は

賦
の

意
と

同
じ

と
こ

ろ
が

あ

る
。

蜀
と

濁
と
は

字

　
　

を
異
に

す
る

が
、

賦
が

誤
っ

て

い

る

か

も
知
れ

ぬ
。

異
本
あ
る

い

　
　
は

蜀

と
な
っ

て

い

る

も
の

が

あ
ろ
う

と

察
せ

ら
れ
る

け
れ

ど

も
、

　
　

今
は

張
漕
の

漢
魏
六

朝
百

三

名
家
集
と
全

三

国
文
と

も
に

同
じ
く

　
　
し
て

い

る
の

に

従
う

。

）

　
（

山
海
経
大

荒
東
経

、

東

北

海
外

、

又

有
三

青

馬
三

雕
（（

郭
環
伝

、

　
　
馬

蒼
白

雑
毛

為
騅

。

））

大

荒
南
経

、

有
蓋

猶
之
山

者
。

有
青
馬

。

　
　
有
赤

馬
。

名
日

三

離
。

有
南
類
之
山

。

爰
有

遺
玉

青

馬
三

騅
視
肉

　
　
甘

華
百

穀
所
在

。

）

以

上
一

段
で

あ
る

。

禹
の

治

水
と

開
拓
の

た

め

に
、

遠
国
の

珍

し
い

異

物
も

、

王

の

朝
廷

に

献
上
さ

れ

て
、

そ
の

威
力

を
失

い
、

狐

豹
も
そ
の

毛

皮
の

美
し
い

た

め
に

は

ぎ
と
ら

れ
、

大
尾
の

駒
虞
も
そ
の

珍

獣
な

る

が

ゆ

え
に

献
上
さ

れ
、

夸
父
獨
鹿
も
そ

の

細
い

毛
を
抜
き
と

ら

れ
、

脊

馬
三

雕
も
人
の

捕

え

る

と
こ

ろ

と
な
っ

て
、

そ
の

生

命
を

失

う
に

至
る

と
い

う
の

で

あ
る

。

こ

れ

ら
は

す
べ

て

生

れ
つ

き
人
に

珍

重

さ

れ
る
も

の

を

持
っ

て

い

る

た

め

に
、

身
を

滅
ぼ

す
も
の

の

比

喩
で

あ

る
。

　

次
に

　

若
夫

熊
狽
之

遊
臨
江

分
、

見
厥
功
以

乘
危

。

　

麩
負
淵
以

肆
志

兮
、

　

　

楊

震
聲

而

口
皮

。

　

處

聞
曠
而

或
昭

兮
、

　

　

何
幽
隠
之
罔

随
。

　

か
の

熊
狙

の

遊

び
て

江
に

臨
む

が
ご

と
き

、

そ
の

巧

（

功
）

み

な
わ

　

　
し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　一
調

糞
ご

る

ざ

を

見
め

し
て

、

か

え
っ

て

生

命
を

あ
や

う

く
し

、

憂
は

淵
を

背
に

し

　

　
　
　

　
　
　

　
　
い

ム
づ

ち

て

志
を

肆
い

ま

ま
に

し
、

震
の

声
を

揚
げ
て

、

か

え
っ

て

皮

を
は

ぎ
と

ら

れ
る

（

鴃
字
の

意
味

を

推
測

し
て

補
う

）

。

明

る
い

と
こ

ろ

に

処
る

か

ら
、

人
の

目
に
つ

く

も
の

が

あ

る
。

ど
う
し
て

人

目
に
つ

か

ぬ

隠
れ

た

と
こ

ろ

に

身
を
ひ

そ

め

て

い

な
い

の

か
。

　

　
（

荘

子

徐

無

鬼
、

呉

王

浮
於

江
。

登
乎
狙

之

山
。

衆
狙

見
之
…

逃

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
も

　
　
も

　
　
し

　

　
も

　

　
於
深

蓁
。

有
｝

狙

焉
。

…

見
巧

於
王

。

王

射
之

。

敏
給
捕
捷
矢

、

　

　
王

命

相
者

、

趨
射
之

。

狙

執
死

。

　

　
　
狙
（（
手

長
猿））

が

呉

王

の

速

射

す
る

矢

を

次
ぎ

次
ぎ
に

手
づ

か

　

　
み

す
る

器

用

さ
巧

み

さ

を

誇
っ

た

た

め
に

、

か

え
っ

て

殺

さ

れ
た

　

　
と
い

う
右
の

出
典

を
ふ

ま

え
て

い

る

と
思
わ

れ

る

が
、

原

文
の

狙

　

　
は

字
が

異
っ

て

い

る
。

熊
と
な

ら
べ

て

い

る

か

ら
、

他
に

出
典
が

　

　
あ
る

か
も
知

れ

な
い

。

）

　

　
　
（

山
海
経

大

荒
東
経

、

　
東
海
中

有
波

山
。

　

入
海
七

千
里

。

其

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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上
有

獣
、

状
如

牛
。

蒼
身
而
無
角

。

一

足
。

出

入

水

則
必

風
雨

。

　
　

其
光

如
日

月
。

其
声
如
雷

。

其
名
日

菱
。

黄
帝
得
之

、

以

其
皮

爲

　
　

鼓
。

概
以

雷
獣

之

骨
。

　（（
郭
璞
伝

、

雷
獣
即
雷
神
也

。

人

面

龍
身

　
　
鼓

其
膓
者

。

擬

猶
撃
也

。

ご

声゚

聞
五

百
里

。

以

威
天

下
。

　
　

黄
帝
が

大

猿
の

皮
で

、

雷
神
の

鼓
の

腹

を

作
っ

た

と
い

う
の

を
ふ

　
　
ま

え

た

も
の

。

）

以

上
第
＝

段

は
、

熊
狙

、

麌
と

も
に

、

人
に

も
て

あ
そ

ば

れ
、

莉
用

さ

れ
る

も
の

を

持
っ

て

い

て
、

そ

れ

を

人

目
に

さ

ら
す
た

め
に

、

生

命
を

保
た

な
い

こ

と

を

説
い

て

い

る
。

　

潛
畏
逼

以

槽
身
分

、

穴

神
丘

之
重

深
。

　

終
或

餌
以
求

食

兮
、

鳥
癈
之
而

能

禁
。

　
誠
有
利
而
可

欲

兮
、

雖

希
観
而

爲
禽

。

　
故
近
者
不
稱

歳
。

遠
者
不

歴
年

。

　

大
則
有
稱

於

萬

年
。

細
者
則
爲
笑

於
目
前

。

　
鼬

（

は
つ

か

鼠
）

は

ぴ

く

ぴ
く
し
て

身
を
ひ

そ

め
、

神

丘
の

奥
深
い

　
と
こ

ろ
に

穴

を

作
っ

て

住
む

が
、

す
で

に

餌
に

惑
う
て

食

物
を

求
め

　
る

と

な

る

と
、

ど

う

し
て

こ

れ
（

廟
祭
の

牛
）

を
う

が
つ

の

を
止

め

　
ら
れ
よ

う
か

。

ま
こ

と
に

利
用
で

き
て

欲

し
い

と

な
っ

た

ら
、

た

と

　
え

ま

れ
に

し

か

姿
を
見
せ

な
い

珍

獣
の

類
で

も
、

人
の

と

り

こ

と

　
な

る
。

故
に

身

じ

か

に

い

る

も
の

（

熊
狙

、

菱
の

類
）

で

も
「

年
の

　

よ
わ
い

も
も

た

ず
、

　
遠
い

も
の

（

禹
の

怪
異

、

狐

豹
以

下
青

馬
三

　

騅
）

で

も
そ
の

生

命
は

年
を
こ

さ

な
い

。

た
だ

、

大
な

る

も
の

は

万

　

年
も
評

判
に

な

る

が
、

細
く

小

さ
い

も
の

は
、

目
の

前
で

芙

わ

れ
る

　

　
の

だ
。

　

（

左

氏
伝
成
公
七

年
、

　
「

飃

鼠
食
郊

牛

角
。

改

卜
牛

。

麗

竄

又

食
其

　

　

角
。

乃
免
牛
」

。

哀
公
元

年
に

も
見
ゆ

。

ま
た

定

公
十

五

年
に

「

　

　

鷲

鬣
食
郊

牛
。

牛
死

。

改
卜
牛

。

」

と

あ
る

。

説
文
に

小

鼠
と
い

　

　

う
。

　
襄
公
二

十

三

年
、

　
「

（

斉
公
）

対
日

…

抑
君

（

臧

紜
）

似

　

　

鼠
。

　
夫

鼠

晝
伏
夜
動

。

ネ
穴
於

寢
廟

。

　
畏
人

故
也

。

」

　
と
あ

　

　

る
。

原
文
は
こ

れ
ら

を
ふ

ま
え
て

い

る
。

こ

こ

の

寢
廟
は

居

室
の

　

　

意
。

と
こ

ろ
で

郊
牛
は

郊
の

祭
の

牛
。

そ

の

祭
壇
の

地

下
に

穴
を

　

　

作
る

か

ら
神

丘

と
い

っ

た
の

で

あ
ろ
う

。

）

以

上

第

三

段
は

、

は
つ

か

鼠
の

よ

う
な

小
い

動
物
で

も

食
物
に

な

る

と

知
っ

た

ら
こ

れ
を
か

じ

る
。

だ

か

ら

入
は

利
用
で

き
る

も
の

で

欲

し
い

も
の

が

あ
れ

ば
、

め
っ

た
に

な
い

珍

獣
で

も
捕
え

て

し

ま
う

と
い

う
の

で

あ
る

。

か

く
て

賦
は

後
半
に

入

り
、

題
名
の

猿
を
う

た

う
。

　

夫
撫
猴
直
其
微

者
也

。

猶

繋

累
於
下

陳
。

　

体
多
似
而

畷

類
、

形

乖
殊

而

不

純
。

　

外
察
慧
而

内

無
度
兮

、

故

人

面
而

獣

心
。

　

性
禰
淺
而

干

進

兮
、

似
韓
非

之

囚
秦

。

　

揚
眉

額
而

驟
坤
兮

、

似
巧

言

而

爲

眞
。

　

藩
従

後
之

繋
衆
兮

。

猶

伐
樹

而

喪
鄰

。

　

そ

も

そ

も
こ

の

猿
は
そ

の

微
小

な
る

も
の

に

当
る

の

で

あ
る

。

そ

れ

　
で

も

人
の

後
列
（

下
陳
）

に
つ

な
が

れ

る
。

体
つ

き
は

人
に

大
い

に

　

似
て

も
、

人
の

類
で

は
な

い
。

顔
色
は

人

と

違
っ

て

美

し
く

な
い

。

　

外
は

さ

か
し
く
て

も

内
は

の

り
が
な

く
、

も
と

よ

り
八

面

絮

心
。

性
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ぱ

あ

さ

は

か
で

出
世
を

求

め
、

韓
非

子
が

秦
に

と

ら
わ
れ

た

の

と
似

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

う
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
こ

と

　

て

い

る
。

額

を
揚
げ
て

、

し
ば

し
ば
呻
き

、

巧

言
に

似
て

真
を
あ
ざ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　
ム
さ

　

む
く
。

後
に

つ

い

て

い

る

多
数
の

人
々

を

藩
に

し
て

身
を

守
っ

て

い

　

る

も
の

の
、

あ
た

か

も
そ
の

隣
人
と
の

境
に

な

る

藩
の

樹

木

を
切
っ

　

て
、

　
隣
人
の

秘
密

を

あ
ば

き
、

そ
の

よ

し
み

を

失

う
よ

う
な

も
の

　

だ
。

　

（

韓
非
子
説
林

。

隰
斯
繭

見
田

成
子

。

田

成
子

與
登
台
四

望
。

三

面

　
　

皆

暢
。

南
望

隰
子

家
之
樹
蔽
之

．

田

成
子

亦
不

言
。

隰
子

帰
。

使

　
　

人

伐
之

。

斧
離
数

創
。

隰
子
止
之

。

其
相
室
日

。

何
変
之

数
也

。

　
　

隰
子
日

。

古
者
有
諺
日

。

知

淵
中

之
魚

者
不
祥

。

夫
田

子

將
有

大

　
　

事
。

而

我
示

之
知

微
。

　
我
必

危

矣
。

　

不

伐
樹

、

未
有

罪
也

。

人

　
　

之

所
不

言
。

其

罪
大
矣

。

乃
不

伐
也

。

　
　
こ

れ
は

隣
人
の

大
事
な

野

心

を

見
抜
い

た

と

悟
ら

れ
て

は

禍
の

も

　
　

と
と
知
っ

て
、

樹
木

を

切

ら
な

か
っ

た

話
で

あ
る

。

こ

れ

を
原
文

　
　

は

逆
に

用
い

て
、

猿
の

淺
知

恵
が

人

に

捕
え

ら
れ

て

飼
殺

し
に

さ

　
　

れ
る

禍
と

な

る
こ

と
を
述
べ

て

い

る
。

）

賦
は

後
半

に

入
る

が
、

段
落
は

第

四

段
に

当
る

。

前
段
で

述
べ

た
「

細

き
者
は

則
ち

目
前
に

笑
は

る
。

」

と
い

う
そ

の

嘲
笑
の

対
象
と
な
る
の

が
糎…

猴
で

あ

る
。

こ

の

猿
を
秦
の

囚

人

と
な
っ

た

韓
非

子
に

喩
え
て

い

る
。

い

う
ま
で

も
な

く
、

韓
非

子

は

韓
の

た
め

に

秦
に

使
し

、

秦
王

政

は

こ

れ
を

歓

迎
し

た

が
、

　
彼
を

信
じ
て

用
う
る

ま

で

に

な

ら
な
か
っ

た
。

そ

の

時
秦
の

李
斯
と

姚
賈
と

は

嫉
妬
か

ら
彼
を

秦
王

に

讒
し

て

毒

死
さ

せ

る
。

彼
は

秦
の

た

め
に

は

な

ら
な
い

。

も
し

韓
に

帰
国

さ
せ

る

な

ら
、

・
秦
の

天

下
統
二

の

野

心

を

知

ら
れ
て

不

利
で

あ

る
。

だ
か
ら

今

の

う

ち
に

殺
す
が

よ

い

と
い

う
の

で

あ
っ

た
。

彼
は

自
国
の

た

め
に

秦

に

使
い

し

て
、

わ

な
に

落
ち

た
。

秦
の

虚
実

を
の

ぞ

き
過

ぎ
た

の

で

あ

　
ス

る
。

　
「

樹
を

伐

り
て
」

　
そ

し

て

隣

国
で

あ
る

秦
の

友
好
を
失

っ

た
。

「

隣
を
喪
ふ
」

こ

と
と
な
っ

た
の

で

あ
る

。

彼
の

話

は

史
記

列
伝
に

ょ

っ

た

が
、

賦
の

い

う
と
こ

ろ

は
こ

こ

に

あ
る

。

こ

れ
は

阮
籍
の

当
時
に

お

け

る

勢
力
の

な
い

小

貴
旋
の

比
喩
で

あ
っ

た

と

思
わ

れ
る

。

　
さ
て

次
に

　
整
衣

冠

而

偉
服
分

、

懐
項

王

之
思

帰
。

　
耽
嗜
慾
而

虧
視
兮

、

有
長
卿
之
妍

姿
。

　
擧
頭
吻
而

作
態
兮

、

動
可

増
而

自

新
。

　
薪
沐
蘭
湯

而

滋
穢

兮
、

匪

宋
朝
之
媚
人

。

　
終
蚩

弄
而

處
紲
兮

、

雖

近
習
而

不

親
。

多
才
伎
其
何
爲

。

固

受

垢
而

貌
侵

。

衣

冠
を
と

と
の

え
て

、

美
服
を
っ

け
、

富

貴
の

身
と

な

る

と
、

仲

間

　
の

も
の

に

知

ら
れ
た

く
な

り
、

錦
を

着
て

故

郷
に

帰
ろ

う
と

思
っ

た

項

羽
と

同
じ

思

い

を

抱
く
。

欲
に

ふ

け
っ

て

な

が

し

目
に

み

る

（

一

本
盻
に

作
る

が

取

ら
な

い
）

そ

の

さ

ま
は

、

司
馬
長

卿
（

粕
如
）

の

美
し
い

姿
に

似
て

い

る
。

頭
と

口

さ

き
と

を
挙
げ
て

、

し

な

を
つ

く

り
、

動
け

ば

動
く
ほ

ど

自
然
に

目

先

き
の

変
っ

た

新
し
い

し

ぐ
さ

を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
よ
ご

ホ

す
る

。

は

じ

め
て

蘭
の

湯
を

あ
び

て

身

を

清
め
て

も
、

ま
す
ま
す
猿

は
ふ

え
る

ば
か

り
で

、

美
貌
の

宋
朝

が

人
に

媚
び

た

よ

う

な
し
ろ

も

の

で

は

な
い

。

す
で

に

笑
い

も
の

に

さ

れ

て
つ

な
が

れ
、

そ

ば
に

い
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る

も
の

で

も
心

か

ら
ち

か
づ

か

ぬ
。

オ
能
が

多
い

か

ら
と
て

何
に

な

　

ろ

う
。

も
と
よ

り
恥
を
か

き

面
目
も
つ

ぶ

さ

れ

る
。

　

（

漢
書
項

籍
伝

、

富
貴
不

帰
故

郷
、

如
衣

錦
夜
行

。

史
記
項

羽

紀

作

　

　
衣

繍
夜

行
。

同
紀

、

沐
猴
而

冠
。

集

解
沐
猴

獅

猴

也
。

　

　
　
　
カ

　

　　
　

　
　　
も

　

　
春

秋

宋
公
子

貌
美
而

淫
。

論
語
雍
也

、

不
有

祝
舵
之

佞
、

而

有
宋

　

　
朝
之

美
、

難
乎
免
於

今
之

世

矣
。

第
三

行

目
か

ら

換
韻
）

以

上
は

第

五

段

で

あ
る

。

　
こ

の

猿
が

出
世
し
て

富

貴
の

身

と

な
っ

て

も
、

つ

ま

り
は

猿
は

轅
、

人
に
つ

な
が
れ

、

笑
い

も
の

と

な
っ

て

も
、

ほ

ん

と

う

に

は

愛
さ

れ

な
い

。

人
の

中
に

も
こ

れ
に

似
た

貴
族
が
い

る

の

で

あ

る
。

宮
延
の

高
い

地

位
に

上
っ

て

も
、

人
主

も
し
く

は

有
力

貴

族
を

保
謹
者
と
し
て

も
、

飼
殺

し
の

運
命
し

か
な

い

こ

と

を
暗

示

し
て

い

る
。

次
の

最
後
の

段
に

至
っ

て

明
ら
か

に

な

る
。

　

姿
便
捷
而

好

技
兮

、

超
超

謄

躍
乎
岑

嵒
。

　

既
口

口

月

束
避
兮

、

遂
中

岡
而

被
尋

。

　

嬰
徽

纏
以

拘
制
兮

、

顧
西

山

而
長

吟
。

　

縁
榱
埆
以

容
與
兮

、

志

豈

忘
乎
郡
林

。

　

庶
君

子
之

嘉
恵

、

設
奇
視

以
壷

心
。

　

且

須
臾
以

永
日

、

焉
逸

豫
而

自

矜
。

　

斯
伏
死

於
堂

下
、

長
滅
没
乎
形
神

。

　

姿
は

す
ば

し

こ

く
て

芸
を
好

み
、

峰
の

い

わ

お

を
こ

え
て

飛
び
あ
が

　

る
。

　
（

欠

字
の

句
は

省
く

）

け

れ
ど

も
、

岡

の

い

た

だ

き
に

追
い

こ

　

ま

れ

て

探
し
出

さ
れ
た

。

、

三
つ

よ

り
の

繩
に

ひ
っ

か

か

り
、

拘
え

ら

　

れ

て

自
由
に

な

ら

ず
、

西
凶
の

故
郷

を
か
え

り
見
て

い

つ

ま
で

も
さ

　
け
ぷ

。

た

る

木
に

よ
ヶ

て

の

ん
び

り
し

て

い

る

よ

う
だ

が
 

ま
さ
か

　
鄲
林
の

志
（

仙
郷

を
思
う
心
）

を
忘

れ
た

の

で

は

あ

る

ま
い

。

君
子

　
の

よ
き

恵
み

を

願
い

、

風
変
り

な

目
つ

き
を
し
つ

ら

え
て

心

を
尽

し

　
て

仕
え

る
。

し
ば

ら
く

憩
い

し
て

日

を

長

く
し
て

生

き
の

び

た
い

と

　
思
い

こ

そ

す

れ
、

と
て

も
楽
し

く

生
き
て

ひ

と
り

勝
手

気
ま

ま

に

尊

　
大
ぶ

る

ど

こ

ろ
で

な

い
。

と
こ

ろ

が
堂

下
に

死

体
と

な
っ

て

横
た

わ

　
り

、

永

久
に

形

体
と

魂
神
は

滅
ん

で

な

く
な
っ

て

し
ま
っ

た
。

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　

　

　　
セ

　
（

淮
南
子

墜
形

、

夸
父

棄
其
策

、

是
爲
郡
林

。

注
「

夸
父

神
獣
也

。

　
　
飲
河

不
足

。

將
飲

西

海
、

未
至

、

道
渇
死

。

見
山

海
経

。

策

杖
也

　
　
其
杖
生
木

而

成

林
、

鄲
猶
木
也

。

　】

日

仙
人

。

」

由
海
経

海
外
經

　
　
郭
璞
伝

、

「

夸
父

者
蓋
神
人

之
名
也

。

其
能
及
日

景
而

傾
河
渭

。

　
　
豈
以

走
飲

哉
。

寄
用
於
走
飲
耳

。

幾
乎

不

疾
而

速
、

不
行
而

至

者

　
　
矣

。

此

以
一

体
為

万
殊

。

存
亡

代
謝
寄
郡
林
而

遯

形
。

悪

得
尋
其

　
　
霊
化
哉

。

」

　
　
詠
懐
詩
其
十

、

焉
見
王

子
喬

、

乘
雲

翔

郵
林

。

　
　
夸
父

を

仙
人

と

す

る

説
は

古
く
か

ら
あ
っ

た

ら

し
い

。

郭
説
が

合

　
　
理

的

に

説
明

し
、

神
人

と

す
る

の

も
不

自
然
で

は

な
い

。

仙
人

と

　
　
す
れ

ば

郵
淋

は

仙
郷
で

あ
る

。

阮
籍
は

こ

れ

を

脱
俗
の

世

界
の

比

　
　
喩
に

使
っ

た
。

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
カ

　
　　
セ

　
　
説
丈

解
字
注
箋

、

少

褐
謂
之
須

庚
。

槝
は

憩
の

意
）

以

上
最
後
の

第

六

段
で

あ
る

。

飼
い

殺
し
に

さ

れ
た

猿
は

、

小

貴
族
の

悲
劇
を

象
徴
す
る

。

権

力
者
の

活
殺
自
在
の

手
中
に

あ
っ

て
、

戦
戦
兢

兢
と

し
て

い

る

も
の

の

姿
が

風
剌
さ
れ
て

い

る
。
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猿
に

関

す
る

賦
は

、

阮
籍

以

前
で

は
、

後
漢
の

王

延

寿
の

「

王

孫
の

賦
」

一

編
が

あ
る

。

こ

れ
は
王

孫
（

猿
）

の

形
と

習

性
を
主

と
し
て

う

た
う

た

も
の

で
、

今
に

残
る

文
章

か

ら

見
て

も
、

こ

れ
に

深
い

意

味

を

托

し
た

も
の

で

な

か
っ

た

と
思
わ
れ
る

。

芸
文

類
聚

（

九
十

五
）

、

初

学
記

（

二

十

九
）

太
平

御
覧

（

九
百

十
）

に

の

せ
て

い

る
。

そ

の
】

部

を
紹
介
す
る

と
、

　

原

天

地
之

造

化
、

実
神

偉
之

屈
奇

。

　

道
玄

微

以

密

妙
、

信
無
物

而

弗
為

。

　

有
王

孫
之

狡
獣

、

形

陋
観
而

醜
儀

。

　

顔
状

類
乎
老

公
、

躯

体
似
乎

小

見
。

　

　
　

　
　

や
　
　
し

　

　

も

　

　

し

　

生

深
山

之

茂
林

、

處
嶄

巖
之

嵌
崎

。

　

縁
百

仭
之

高
木

、

攀
窈
鳥
衣

之

長
枝

。

　

背
牢
落
之

峻
壑

、

臨
不

測
之

幽
溪

。

　

尋
柯
條
以

宛
転

、

或
捉
腐

而

登
危

。

或
群

跳
而

雷
透

、

乍
瓜

懸
而

瓠
垂

。

　
（

透
、

説
文

跳

也
走
也

。

）

　

帰
鎖
繋
於

庭

廐
、

観

者
吸

呻

而
忘
疲

。

初
章

記
の

文
が

そ
の

全

文
に

近
い

も
の

を
の

せ

て

い

る

が
、

金

後
漢
文

（

巻

五
十

八
）

も
こ

れ

を

収
め
て

い

る
。

文
字
に

多
少

差
の

あ

る

も
の

も
あ
る

。

右
は

全

後
漢
文
に

よ

り
、

そ
の

中

か
ら
省
略
し

て

掲
げ
た

。

省
い

た

部
分
は

猿
の

習
性
ば

か

り
で

あ
る

が
、

右
の

部
分
も
そ

う

で

あ

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ

ン

る
。

大
意
は

、

天

地

の

造
化
に

よ
っ

て
、

神
の

偉
大
な

は

た

ら

き
で

特

に

珍

し
い

生

物
も
生
れ

る
。

こ

れ
と
い

う
の

も
、

道
は

玄
妙
で

無

為
自

然
で

あ
る

か

ら
だ

。

わ

る

が

し
こ

い

猿
も
現

わ

れ
る

。

形
も
み

に

く
く

行
儀
も
わ

る

く
、

頻
は

老

人
、

体
は

小

児
、・

…
：

深
山
の

茂
っ

た

林
に

生

れ
、

岩
の

あ
る

け

わ
し
い

山
に

住

み
、

…

；

高
い

木
に

よ

り
、

し
な

や

か

な

枝
を
よ

じ
、

さ

び

し
い

谷
を
背
に

、

底
知

れ
ぬ

谷
に

臨
み

、

大

枝

を

求

め
て

こ

ろ

が

り
、

あ
る

い

は

腐
っ

た

木
を
つ

か

畜

え
て

危
い

と
こ

ろ
に

登
る

。

…
：・

あ

る
い

は

群

を
な

し
て

跳
ね

雷
の

よ
う

に

走
り

、

た

ち

ま

ち
瓜
の

ご

と

く

懸
り
瓠
の

ご

と

く
ぶ

ら
り
と
下
る

。

…
：・

鎖
を
も

と
に

も
ど

し
て

、

猿
を

庭
の

う

ま
や

に
つ

な

ぎ
、

猿
の

こ

の

動
き
を
見

て

い

る

も
の

は
、

お

も

し
ろ

く
て

息
を

ひ

そ
め

て

疲
れ

も
忘
れ

た

li

と
い

う
の

で

あ
る

。

　

こ

の
一

部

分
か

ら
察
七
て

も
、

王

延

寿
の

は

猿
を

あ

り
の

ま

ま
に

活

写
す
る
に

あ
る

。

現

在
残
っ

て

い

る

文
は

完

全
で

は

な
い

と
見
る
の

が

常
識
で

あ

ろ

う
。

し
か
し
、

右
の

文
の

始
ま

り
の

二

句
の

天
地
の

造
化

な

ど

と
い

う
の

は
、

物
を

う
た

う

賦
の

常
道
的
表

現
で

あ
り

、

も
と
の

賦
の

ま

ま

を

掲

げ
て

あ
る

と

考
え

ら
れ
る

。

省
略
し
た

部
分
も
、

あ
ま

り
飛
躍

し
た

形

跡
は

認
め

ら

れ

な
い

。

最
後
の

「

忘

疲
」

以

下
に

は

あ

る

い

は

い

く

ら

か
の

行
文

が

あ
っ

た

か

も
知

れ

な
い

が
、

右
の

ま
ま
で

も
文

章
の

結
び

と

し
て

わ

る

く
は

な

い
。

　
全

部
で

六
十

四
句

で

あ
る

N 工工
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が
、

す
で

に

述
べ

た

よ

う

に

猿
の

習
性
を

面

白
く

表
現

し

た

も
の

で

あ

っ

て
、

こ

れ

を
人
の

比

喩
と

し

て

滑
稽
化
し

風
剌
し
た

も
の

で

は

な
い

と
思
わ

れ
る

。

従
っ

て

最
後
も
阮
籍
の

賦
の

よ

う
に

、

み

じ
め
な

死

を

と
げ
る

が

ご

と
き
丈

章
が

あ
っ

た

と
は

考
え

ら

れ
な

い
。

交

意
に

み
て

も
察
せ

ら
れ
る

と
こ

ろ
で

あ

る
。

　

阮
籍
は

こ

の

賦
を

見
て

い

る
の

で

あ
ろ

う
。

前
掲
の

傍
点
の

句
に

お

い

て
、

「

深
山
之

茂
林
」

は

「

郵
林
」

、

　
「

登
危
」

は

「

乘
危
」

と

相

応

ず

る

も
の

と

思
わ

れ

る
。

そ

し
て

、

王

延
寿
の

に

対
し
て

、

人
の

風

刺
と

し

て

表

現

し
て

い

る
。

具
体
的

に

ど
の

人

物
を
指
す
か

明

ら
か

に

す
る
こ

と
は

で

き
な
い

け
れ
ど

も
、

こ

の

作
意

は
一

見
し
て

明

ら
か

で

あ

る
。

　

最
後
の

猿
の

死
に

見
て

も
、

　
猿
を

賞
め
て

い

る

も
の

で

も

な

く
、

特
に’
悲
し
い

と
う
た
っ

て

い

る

も
の

で

も
な
い

。

む
し

ろ

冷

然
と

う
た

い

流
し
て

い

る
。

　

か

か

る

冷
い

表
現

の

し

か
た

は
、

　

彼
の

「

鳩
の

賦
」

に

も
見

ら

れ

る
。

全

丈
を

掲
げ
る
こ

と
は

省
賂
さ

せ
て

も

ら

う

が
、

序
丈

が

つ

い

て

い

て
、

　
「

嘉
平

年
間
の

こ

と
、

二

羽
の

鳩
を

得
た

。

黍
稷
を

常
食
と

し

て

い

た

が
、

後
に

つ

い

に

狗
に

殺
さ

れ

た
。

」

と

あ
っ

て
、

鳩
の

子

を

育
て

る

つ

ら
さ

を
述
べ

、

最
後
に

　

聊

俛
仰
以
逍

遙
、

求
愛
媚
於
今
日

。

　

何
飛
翔
之
羨
慕

、

願
投

報
而

忘

畢
。

　

赦
狂

犬
之
暴
怒

、

加
楚
害
於

微
躯

。

　

欲

残
没
以

糜

滅
、

遂
捐
棄
而

淪
失

。

と
う
た
っ

て

い

る
。

大

意
は

、

首
を
上

下
に

ふ
っ

て

さ

ま
よ

い
、

媚
を

今
日

に

求
め

る
。

　
ど

う
し

て

自

由
に

飛
び

ま
わ

る
の

を

う

ら
や

も
う

そ
。

恩
に

報
い

よ

う

と

願

う
あ
ま

り
に

、

小

さ

な

網
の

中

に

保
護
さ
れ

て

い

る

の

を

忘

れ

て

外
に

出
た

。

そ

の

た

め

狂

犬
の

怒
り
に

あ
い

、

手

ひ

ど
い

傷
を
か

よ

わ
い

体
に

加
え

ら

れ
、

残
る

か

げ

も

な

く

死
に

は

て

て
、

そ

の

ま

ま

う
ち

棄
て

ら
れ
て

な

く

な
っ

て

し
ま
っ

た

ー
ー

と
い

う

の

で

あ

る
。

　
（

注
2
）

　

こ

れ

も
鳩
の

末

路
は

冷

く
う

た

い

収
め

て

い

る
。

た
だ
こ

の

場
合
は

子

を
失
っ

た

悲
し

み
に

ひ

し
が

れ

て
、

人
の

家
に

飼
わ

れ
る
こ

と
に

な

っ

て

い

る
。

そ
の
一

節
を
示

す
と

　

揚
哀
鳴

以

相

送
、

悲
一

往
而

不
集

。

　

終
飄
搖
以

流

離
、

傷
弱

子

之
悼
栗

。

　

何
依

恃

以

育
養

、

頼
兄
弟
之
親
戚

。

　

背
草

莱
以

求
仁

、

託

君

子

之

静
室

。

と
あ
る

。

大

意
は

、

　
（

秋

風
に

巣
は

瀬
覆
し

）

哀
鳴

を

あ
げ
て

親
子

は

た

が
い

に

見
送

り
、

一

た

び

去
っ

て

子

と

と

も
に
一

緒
に

再
び

集
ま

ら

ぬ
。

す
で

に

風
の

ま
に

ま
に

別
か

れ

別
か

れ
に

な

り
、

弱

子
の

か

な

し

み

お
の

の

く
の

は

傷
ま

し
い

。

何
を
た

の

み

に

育
て
よ

う
。

兄
弟
の

肉

　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
な
さ

げ

身
を
た
の

み

と

す
る
の

み
。

　

荒
れ

草
の

土

地

を
す
て

仁
を

求

め
、

君

驢

子
の

静
室
に

身
を

託
し
た

ー
と
い

う
の

で

あ
る

。

　

右
か

ら

見
て

も
、

こ

の

二

羽
の

鳩
は

災

難
に

か

か
っ

て

子

と

離
れ
ば

な

れ
に

な

る

悲
劇
の

主

人

公
で

あ
り

、

人
ま

ね

す
る

欲
の

深
い

猿
と

違

っ

て

い

る
。

作

者
は

鳩
に

同
情
し

て

も
猿
に

は

同
情
し
て

い

な
い

。

も

ち

ろ

ん

鳩
も

子

を

引
き
離
さ

れ
、

や
っ

と
人
の

情
に

救
わ

れ
た

と
こ

ろ

N 工工
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を
、

非
業
の

死
に

お
そ

わ

れ

た

人
の

比

喩
と

し
て

書
か

れ

た

も
の

で

あ

ろ

う
。

そ

れ
だ

け
同
情
も

し
て

い

る
こ

と
と
思

わ

れ

る

が
、

そ
の

最
後

の

死
の

表
現

は
、

そ

う

な

る
の

も
人
の

世
の

姿
で

あ
る

と
い

う
ひ

や

や

か
な

う

た
い

か
た
で

あ
る

。

客

観
的
な

叙
述
で

あ
る

。

死

と
い

う

点

か

ら
見
る

と
、

猿
も
同
じ

で

あ
る

。

だ
が

猿
の

場
合
で

は
こ

の

客
観
的

叙

述
は

、

風
刺
的
で

あ
る

。

君

子
の

情
に

す
が
る

点
で

は

鳩
と

似
て

い

る

が
、

や

む

を

得

ず
し
て

そ

う

な
っ

た

鳩
と

異
な
っ

て

い

る
。

猿
は

み

ず

か

ら
そ

の

「

才
伎
」

の

た

め
に

捕

え
ら
れ
る

道
を

歩
み

、

飼
い

殺

し
に

さ

れ
る

の

で

あ
る

。．

風
と

か

狂

犬

と
か

外
的

条
件
に

よ
っ

て

死
な

な
い

で
、

そ
の

オ
と
い

う

内

的

条
件
で

死

ぬ

と

す
る

と
こ

ろ
に

、

こ

の

猿
の

賦
の

風

刺
の

鋭
さ

と
、

猿
に

類

す
る

貴
族
に

対
す
る

激
し
い

批
判
を

知

る
こ

と

が．
で

き
る

。

　
阮

籍
の

こ

の

賦
の

表

現
は

特
異
な

も
の

が

あ
る

。

そ
の

第
｝

段
は

、

す
で

に

記
し

た

よ

う
に

、

術
書
に

本
つ

く
禹

、

益
稷
に

始
ま

り
、

そ

れ

に

閧

連
し
て

左
氏

伝
の

夏
の

九

鼎
神
姦
を

引
き

、

荘
子

韓
非

子

に

本
つ

く
豊
狐

文

豹
、

　
山

海
経
の

駒
虞

、

　
夸
父

、

獨
鹿

、

三

青
馬

、

三

騅

な

ど
、

　
す
べ

て

遠
い

昔
の

故
事
で

、

　
実

際
に

は

見
る

こ

と
も

で

き

な
い

し
、

そ

し
て

ま

ず

怪
異
的
と

思
わ

れ
る

も
の

を

列
挙
し

て
、

い

ず

れ

も

遺
し
く

生

れ
つ

い

た

為
に

、

人
に

生
け
ど

ら
れ

、

殺
さ
れ
も

す

る

と

述

べ

て

い

る
。

一

読
し
て

行
文
の

間
に

異
常
な

感
じ

を

起

さ
せ

る
。

現

実

ば
な

れ

が

し

て

い

る
。

る
。

こ

の

世

と
違
う

世
界
が

あ
っ

た

こ

と
を
知

ら
せ

　

彼
は
山

海
経
の

愛
読

者
で

あ
っ

た

ら

し
い

。

そ

の

詠
懐
詩
に

も
引
用

し
て

い

る

が

賦
に

お
い

て

も
「

清
思
の

賦
」 ，

に

も
散
見

す
る

（

用

例
省

畧
）

。

そ

れ
は

現

実
の

世
界
と

異
な

る
。

形
而

下

で

な

く

形
而

上
の

世

界
で

あ
る

。

「

清
思
の

賦
」

で

は

世
俗
の

世
界
を
否

定
し
た

、

脱

俗
的

超
越
的

世
界
を

表

現

す
る
の

に

役
立
っ

て

い

る
。

感

覚
で

知

る
こ

と
の

で

き
る
現

実

と

違
っ

て

観

念
的
世
界
を

巧

み
に

表

現

す
る

。

だ

か

ら
そ

の

賦
の

始
め

に

「

形
の

見
る

べ

き
は

、

色
の

美
に

非

ず
。

」

と
い

う
。

声
色
の

美
の

否
定

論
に

ふ

さ

わ
し
い

表

現

で

あ
る

。

　

こ

れ

は
、

形

而

上
の

世

界
を
う
た

う
も
の

で

あ
る

が
、

今

か

ら
見
る

と

単
な

る

観
念
の

世

界
に

見
え

る

け
れ
ど

も
、

彼
に

と
っ

て

は

形
而

上

的

世
界
も
存
在

す
る

も
の

と
考
え

て

い

る
。

右
の

賦
に

つ

い

て

は

詳
論

を

別

稿
に

ゆ
だ
ね

た

い

が
、

　
一

例
を
挙
げ

る

と
、

　
そ

の

世
界
は

ま
た

「

清
虚
寥
廓
」

の

世
界
で

あ
り
、

そ

う

す
れ
ば
「

則
ち
神
物
來
集
す
」

と

述
べ

て

い

る
。

形
而

上
の

世

界
に

は

神
物
が

存
在

す
る

の

で

あ
る

。

　

山
海
経

に

の

せ

て

い

る

も
の

が
、

す
ぺ

て

非
現
実

的

な

も
の

と
は

考

え

ら
れ
な
い

が
、

怪

異
的
な

物

も
多
い

。

彼
は

郭
璞
の

よ

う
に

怪
異
的

存
在
を
説
明

し

よ

う

と

し
て

、

非
現

実

と

現

実
と

を

自
然
の

気
の

な
せ

る

わ

ざ
と

し
て

合
理

的
に

説
明

し

よ

う

と

試
み

た

著
書
は

な
い

。

し
か

し
、

こ

の

賦
の

よ

う
に

、

山

海
経
の

怪
異
の

動
物
を

列
挙
し

、

次
の

第

二

段
の

熊
狙

や

壅
、

鷲
、

そ

し
て

後
半

の

孫
猴
な
ど

と
一

つ

に

し
て

、

同
列
に

論
じ
て

い

る

の

を
見

る

と
、

山

海
経
の

異
物

も
事
実
存

在
し
允
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か

の

よ

う

に

考
え

て

い

る

ら

し

い
。

そ

う
と

す
れ
ば

、

現

実

的

存
在
で

形
而

下
の

世
界
の

も
の

で

あ
ろ・
γ

。

彼
に

は

「

通

易
論
」

も
あ

り

「

達

荘

論
」

の
一

部

分
に

も
陰
陽
の

気
の

万
物
を
生

む
こ

と

を
論
じ

て

い

る

（

注
3
）

。

　
た

だ

残
念
な
が

ら
郭
瑛
の

よ，
｝

な

議

論
は

な
い

。

　
し
か

し
、

怪

異
的

存

在
を
現

実

と

同
列
に

お

く
に

は
、

郭
璞
の

山
海
経

観
に

近
い

も
の

が
、

形
を

な

さ

な

い

ま

ま
に

、

彼
の

考
え
に

あ
っ

た
の

で

は

あ

る

ま

い

か
。

　
そ

れ
が

ま
だ

気
の

理

論
一

本

で

ま
と

ま
ら
な
い

た

め

に
、

観

念
的

存
在
で

あ

る

か
の

よ

う
に

な
っ

た

り
、

現

実

的
物
質
的

存

在
で

あ

る

か
の

よ

う
に

な
っ

た

り
す
る

の

で

あ
る

。

神
物
と

い

う
の

は

前
老
で

、

異
物
と
い

う

の

は

後
者
で

あ
る

。

　

従
っ

て
、

こ

の

第
一

段
は

天

地
の

造
化

、

陰
陽
の

気
の

創
造

す
る

と

こ

ろ
、

一

度
形

を
な

せ

ば

各
々

性

と
す
る

と

こ

ろ
が

あ
っ

て
、

そ
の

性

の

た

め
、

こ

こ

で

は
そ

の

美
の

た．
め

に

か

え
っ

て

生
を

害
す

る

と
い

う

こ

と

で

あ
る

。

そ

れ

を
こ

の

よ

う
に

理

論
的

に

表
現

し

な
い

で
、

じ

か

に

怪

異
の

動
物
を

挙

げ
た

の

で

あ
る

。

王

延
寿
の

「

王

孫
の

賦
」

の

天

地
の

造

化
な
ど

い

う

句

と

比
較
す
る

と
、

こ

の

差

は

明

ら
か

で

あ
る

。

そ

れ

だ

け

特
異
な

表
現

で

あ

る
。

　
当
時
の

人
も
驚
い

た

こ

と
で

あ
ろ

・
つ

。

　

山
海
経
な

と

古
い

出
典
や

現

実
ば
な

れ

し

た

物
を

引
用

す
る

と
、

そ

の

性
を
も
つ

だ

け
で

生

を

害
す
る
の

は
、

人

も

含
め
て

生

物
の

も
っ

て

生

れ

た

宿
命
の

深
さ

を

暗

示

す
る

。

性
の

抜
き
が

た
い

も
の

が

感

ぜ

ら

れ
る

。

そ

れ
が

玩
籍
の

思

想
の

深
さ

も

語
る
こ

と
に

な

る
。

　

さ
て

、

第
二

段

は
、

熊
狙
の

表
現

は
、

第
一

段
を
さ
ら

に

進
め
て

、

現

実

的

で

あ
る

が
、

そ

れ

だ

け
人

目
に

わ

ざ

と
さ

ら
す
よ

う
に

す
る

小

ざ

か

し
さ

を

表

現

す
る

。

そ

し
て

、

第
三

段
で

は
、

第
一

段

の

よ

う
な

大
な

る

物
は

古

典
に

も
残
る
が

、

こ

の

小

な
る

も
の

は

目

前
に

笑
わ

れ

る

だ

け
で

、

後
世
に

も
伝
え

ら
れ

な
い

と
い

う
の

で

あ
る

。

こ

こ

に

作

者
の

意
地

悪
い

眼

を
感
ず
る
こ

と

が

で

き
よ

う
。

　

か

く
て

、

　
後
半
い

よ

い

よ

題

目

と
な
っ

て

い

る

瀰
猴

を

登

場
さ

せ

る
。

身
は

微
小

の

存

在
で

あ
り
な
が

ら
、

人

面

獣
心

、

こ

れ

は

蘭
湯
で

清
め
て

も
抜
き
が

た

い

も
の

で

あ

り
、

そ

の

「

才
伎
」

の

た

め

に

遂
に

人
に

捕
え

ら

れ
て

死

を
迎
え

る
。

こ

の

死
の

表
現

が

冷

く
つ

き

睡
し
た

表
現

で

あ
る
こ

と
は

す
で

に

述
べ

た
。

作
意
も
す
で

に

触

れ

て

お
い

た

が
、

こ

の

猿
の

よ

う
に

、

小
ざ

か

し

く

立
ち
ま

わ
っ

て
、

権

力
者
に

媚

び
、

そ

の

才
の

た

め
に

殺
さ

れ

る

人

間
の

比

疇
で

あ
る

。

韓
非
子
が

引

用

さ

れ
る
の

も
、

要
路
の

人
に

自
分
の

主

張
を

説
き

、

人
の

心
の

秘

密

を
知

り

過

ぎ
た

た

め
、

か

え
っ

て

捕
え

ら
れ

る

結
果
と

な

る
こ

と
を

表

現

し
た

の

で

あ

る
。

韓
非

子

が

人

面

獣
心

で

あ
っ

た

と
い

う
の

で

は

な

い
。

猿

が
そ

れ
に

似
て

い

る

と
い

う
だ

け
の

比

喩
に

過

ぎ

な
い

が
、

作

者
の

用
意
は

あ
っ

た
。

　

す
な

わ

ち
、

人
面

獣
心
の

人

間
の

比

喩
と

し
て

、

こ

の

猿
を
主
人

公

と
し
た

の

は
、

は

ば

か
る

と
こ

ろ
が

あ
っ

た

た

め

で

あ
る

。

人
面
獣

心

と
は

い

か
な

る

人
の

比

喩
で

あ
ろ

う
か

。

そ

れ

を

裏
づ

け

る

も
の

に

讌

子
法

訓

と
い

う

書
が

あ
る

。

今
は

残
っ

て

い

な

い

が
、

初
学

記
（

二

十

九
）

の

「

猴
」

の

部
に

、

こ

の

断
片
を

引
用

し
て

い

る
。

　

人

之

所
以

貴
者

、

以

其
礼
節
也

。

人

而

無
礼

、

其
獵
猴
乎

。

雖

人

象
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一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society of Chinese Literature of the Middle Ages

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Chlnese 　Lrterature 　of 　the 　Mlddle 　Ages

一 261一

　

轟
質
也

。

と
あ
る

。

　
人
の

貴
い

の

は

礼

節
が

あ
る

か

ら

だ
。

　
礼
が

な

け

れ

ば

猿

か
。

人
の

か
た

ち

を
し
て

い

て

も
、

虫

（

動
物
）

の

性
質
が

あ
る
−

iI

と
い

う
の

で．
あ

る
。

こ

れ
は

こ

の

賦
の

猿
と

同
じ
で

あ
る

。

こ

の

著
者

は
謙

周
で

あ
る

。

蜀
の

人
で

蜀
の

滅
亡

後
は

魏
に

仕
え

、

後
に

晉
に

仕

え
た

。

法
訓

八

巻
が

あ
っ

た

と
い

う
。

阮
籍
と

時
代
を

同
じ

く
し
て

い

る
。

法

訓
が

先
か

、

こ

の

賦
が

後
か

に

わ

か
に

淀
め
が
た

い

が
、

た

が

い

に

そ

の

注
脚
と

す
る
こ

と

が

で

き

ょ

う
。

　

こ

の

賦
は

、

礼
節
を
欠
い

た

人

が
、

い

た

ず
ら

に

そ

の

才

を
ひ

け

ら

し
て

、

要
路
の

権
力
者
に

取
り
入

ろ

う

と
す
る

末

路
を

風
刺

し
た

の

で

あ
る

。

そ

れ
を
禽
獣
動
物
と

さ

げ
す
ん
だ

の

で

あ
る

。

作
者
の

本
伝
に

　

有
司

言

有
子

殺
母

老
。

籍
日

、

喀
、

殺
父
乃

可
。

至
殺
母

乎
。

坐

者

　

怪
其
失

言
。

帝
日

。

殺
父

、

天
下
之
極
悪

、

而

以

爲
可
乎

。

籍
日

、

　

禽

獣
知

母

而

不
知
父

。

殺
父

、

　
禽
獣
之

類
也

。

　

殺
母

、

禽
獣
之

不

　

若
。

衆
乃
悦
服

。

と
あ
る

。

大
意
を
省
畧
す
る

が
、

父

を

殺
す
の

は

ま

だ

し
も
よ
い

と
放

言
し

た
の

で
、

　
文

帝
と

坐
に

あ
る

貴
族
の

と
が

め

る

と
こ

ろ
と

な
っ

た
。

そ

こ

で

父
を

殺

す
の

は

禽

獣
の

類
、

母

を

殺

す
の

は

禽
獣
に

も
お

よ

は

ぬ

と

答
え

た
の

で

あ
る

。

こ

れ
を
一

場
の

機
知

と
考
え
て

は
な

ら

な

い
。

話

は
一

つ

し
か

の
っ

て

い

な
い

が
、

阮
籍
は

犯
人
お

そ

ら

く

貴

放
官
僚
の

は

し
く
れ

で

あ
ろ

う
が

、

そ

れ

を
動

物
ぐ
ら
い

に

し

か

見
て

い

な
か
っ

た
こ

と

を

語
っ

て

い

る
。

父

母

を
殺

す
ま

で

し

な

く

と

も
、

礼
節
を

知
ら

ぬ

も
の

の

姿
を

書
こ

う

と

し
た

の

が
、

　
こ

の

賦
で

あ
ろ

う
。

　

彼
は

礼
教
を

無
視

し
た

男

で

あ

る
。

し
か

し
そ
の

偽
瞞
を

に

く

ん
だ

の

で

あ
る

。

文

帝
の

坐
に

い

た

時
、

何

曾

と
い

う

礼
教
主
義

者
が

、

彼

を

責
め
て

「

情

を

縦
い

ま

ま
に

し
て

礼
に

背
き

、

敗

俗
の

人
。

」

（

晉

書
何

曾
伝
）

と

責
め
た

て

た

と
い

う
が

、

脱
俗
的
行
為
は

か

か

る

何
曾

に

衆

徴
さ

れ

る

官
僚
に

対
す
る

抵

抗
で

も
あ
っ

た
。

母

の

死
に

も
囲

碁

を
や

め

ず
、

勝
負
が
つ

い

て

酒
を

飲

み

血

を

吐
い

て
、

骨
と

皮

ば
か
り

に

な
っ

た

と
い

う

話

（

晉

書
本
伝
）

も
、

　
「

性
至
孝
」

と
い

う

書
き
出

し
で

始
ま
る

中
に

あ

る
。

礼
教
の

形

式
主

義
を
極

度
に

に

く

ん

だ

の

で

あ

る
。

真
の

礼
節
は

そ
の

形

式
主

義

を

否

定
し
た

と

こ

ろ
に

あ
る

と

考

え
た

。

　

猿
の

人

ま

ね

は

実

は
か
か

る

礼
教
主

義
者

を
皮
肉
る

意
図
も
あ
っ

た

ろ

う
。

　
「

衣

冠
を

整
へ

て

偉
服

す。

」

と
い

う

表
現

の

中

に

も

察
す

る

こ

と
が

で

き
よ

う
。

ま
た

、

猿
の

貪
欲

は
、

有
力

貴
族
の

何
曾

、

費
充

な

ど

を
代

表

に

と

る

ま

で

も

な

く
、

　
大
都

分
の

貴
族
の

人
生

観

で

あ

り
、

養
生
観

の

理

想
で

あ
っ

た
。

向

秀
の

「

難

養
性

論
」

に

見
る

「

富

貴
は

天
地

の

情

な

り
。

」

「

先

王

の

重

ん

ず

る

と
こ

ろ
に

し
て

、

こ

れ

を
自
然
よ

り
開
く

。

」

と
あ
る

富

貴
肯
定
論
は

、

大
小
の

貴
族
の

代
弁

で

あ
っ

た

と

思

わ

れ

る
。

　
「

達

荘
論
」

や

「

清
息
の

賦
」

な

ど
に

見

る

声
色
否

定
、

情

欲

否

定
の

論
者
で

あ
る

作
者
に

と
っ

て

は
、

猿
に

も
等

し
い

所

行
で

あ

り
、

動
物
的

本

能
で

も
あ
っ

た

わ

け
で

あ
る

。

こ

れ
ら

を
白
眼

視

す
る

の

は

当

然
で

あ
ろ

う
。

　

賦
の

最
後
は

君
子
す

な

わ

ち

有

力
貴
族
に

保
護
さ

れ

て
、

ひ

た

す
ら
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ご

き
げ
ん

を
と

る

下

級
貴
族
の

姿
を

述
べ

て

い

る
。

権
力
は

人

主
に

等

し
い

と
い

わ

れ
た

賀
充
に

、

何
曾
は

内

心

彼
を
い

や

し

み

な

が

ら
、

媚

び

て

正

直
の

士

の

非

難
を

受
け
た

と

何
曾
本
伝
に

記

し
て

い

る
。

有
力

貴
族

に

し
て

然
り

と

す
れ
は

、

他
の

小

貴
族

は
い

う
ま
で

も
な

か

ろ

う
。

斜

陽
貴
旋
で

微
力
で

あ
っ

た

阮
籍
は

こ

れ

を
ま

た
白

眼

視

し
た

の

で

あ
る

。

　

「

大
人

先

生

愽
」

に
、

あ
る

人

が

書
を

送
っ

て
、

　
「

天

下
の

貴
き
は

の
　
　　
サ

君
子
よ

り

貴
き
は

な

し
。

服
に

常
色
あ
り

、

貌
に

常

馴
あ

り
、

言
に

常

度
あ

り
、

行
に

常

式
あ
り
。

　
」

心

は
氷
を
懐
く
が
ご

と

く
、

　
戦
戦

慄

　
　
　
　
つ

つ

し

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ょ

慄
、

身
を
束
み

行

を
修
め

…
た

だ

礼
を
こ

れ

克
く

す
。

」

と

あ
っ

た
。

こ

れ
に

対
し
て

阮
麝

は

「

（

世
が

ま

ち
が
っ

て

い

る
か

ら
）

い

つ

く

ん

ぞ

身
を
束
み

行

を

修
む

る

を
得
ん

。

…

進

ん

で

利
を
求
め

以

て

身
を

喪

し
、

爵

賞
を

営
み

て

家
滅
ぶ

。

汝

又

い

つ

く
ん

ぞ

金

玉

の

萬
億
な
る

を

挾
み

、

祗
み
て

君
上
に

奉
じ

、

妻

子

を

全
ふ

す
る

を

得
ん

や
。

」

と
答

え
て

い

る
。

賦
の

中
に

い

う

漕
子
の

末

路

を

述
べ

た

も
の

で

あ

ろ

う
。

そ

う
だ

と
す
る

と
、

猿
は

似
て

非

な

る

礼

法
の

士

の

比
喩

で

あ

る

か

ら
、

「

大
人

先
生

伝
」

に

い

う
君

子
に

当
る

。

賦
中

の

君

子

も
実

は

同

類
だ

が
、

そ

こ

で

は

猿
に

対
し
て

人

と
い

う

意
味
に

使
い

、

区

別
す

る

と

有
力

貴
族
で

猿
の

微
力

貴
族
に

対
す
る

も
の

で

あ
ろ
う

。

　

詠
懐
の

詩
（

其
六
十

七
）

に

礼
法
の

士

を

歌
い

、

　
　

放
口

從
衷
出

、

復
説
適
義
方

。

　
　

委

曲
周
旋
儀

、

恣
態
愁
我
腸

。

と
あ
る

。

右
は

十

四

句
の

中
の

最
後
の

四

句

で

あ
る

。

礼
儀
を
は

ず
す

ま
い

と
す
る

そ

の

姿
態
は

、

作
者
の

心
よ
り
愁
う

る

と
こ

ろ

だ

と
い

う

の

で

あ
る
。

そ

の

姿
態
こ

そ

こ

の

猿
の

姿
に

外
な

ら

な
い

。

　

こ

の

賦
の

裂
作
年
代
は

分
か

ら
な
い

。

何

曾
そ
の

他
の

前
記
の

人

物

を

指
す
と
い

う

確
証
は

な
い

。

し

か
し

、

魏
嗇
の

士

入
の
一

般
的
特
徴

で

あ
っ

た

と
思

わ

れ

る
。

い

う
ま
で

も
な

く
一

編
の

蒔

事
批
評
で

あ
っ

た
。

脱
俗
的
世

界
か

ら
、

世

俗
を

否

定
的
に

見
た

も
の

で

あ
る

。

そ

れ

は

「

清
思
の

賦
」

の

声

色
否

定
に

も
通

ず
る

。

ま
た

第
一

段
の

怪

異
的

表
現
は

、

当
時
の

常

識
飼
表

現

を

破
っ

た

も
の

で
、

そ
の

全

体
の

風
刺

的
意
図

と

と

も
に

、

当
時
の．
貴
族
趣
味
の

美
麗

で

上

晶
な

文

章
に

な

れ

た

目
か

ら

は
、

高
い

評
価

を

与
え

ら

れ

な

か
っ

た

で

あ
ろ

う
。

け
れ
ど

も
、

今
日

か

ら

見
る

と
、

賦
史
の

上
で

は

特
異
で

あ

り
、

比

喰
的
表

現

は

賦
の

宿

命
と
い

い

な

が

ら
、

リ

ア

ル

な

客
観

的

精
神
を
感
じ

さ
せ

る

も
の

と
い

う
こ

と

が

で

き
る

。

　

他
の

諸
賦
と
比

較
し
て

論
ず

る
つ

も
り
で

あ
っ

た

が
、

長

く
な

る
の

　

で

省
い

た
。

他
の

作
品

は

後
日

に

ゆ

ず
り
た

い
。

ま
た

、

こ

れ
は

昭

　

和
四

十

年
度
総

合
科
学

研

究

「

六

朝
芸
術
論
の

研

究
」

の

中
の

「

六

　

朝
賦

論
」

の
「

部
で

あ
る

。

　
（

一

九
六

六

二
二

。

五

稿
）

　

注
、

−
、

「

阮
籍
・

論
・

賦
と

ξ
い

て
」

（

湘

蘓
鐸

会
）

　
2
、

詠
懐
詩

其
四

十
八

、

鳴
鳩
嬉
庭
樹、

焦
明
遊

浮
雲

。

焉
見
狐
翔
鳥

。

翻
翩

　

　

無
匹

群
。

死

生
自

然
理

。

消
散
何
繽

粉
。

　

　
　
こ

の

詩
は

鳩
に
つ

い

て

賦
と
ほ

と
ん

ど
同
じ

意
を
も
っ

て

 

る
。

3
、

達
荘
論
、

天

地
生

於
自
然、

萬
物
生
於
天
地

。

…

…

升
謂
之

陽、

降
謂
之

陰
。

…

…

人
生
天
地
之

中、

饐
自
然
之

形
。

身
者
陰
陽
之
積
気
也

。

性
者

五

行
之
正

性
也

。

情
者
遊
魂
之

変
欲
也

。
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